
論 文 内 容 要 旨 
論文題目 
妊娠高血圧腎症の単球-血小板複合体における凝固と炎症の調節不全 
 
 

責任講座：  産婦人科学    講座 
氏  名：  永嶋 美華子      
 

【内容要旨】（1,200 字以内） 
【背景】妊娠高血圧腎症（PE: Preeclampsia）の主病態は血管新生因子と血管新
生阻害因子の調節不全と考えられている。近年、悪性腫瘍や循環器系疾患におい

て、単球と血小板の複合体形成が炎症と血管新生の制御に関与することが知ら

れている。しかし、妊娠中の単球-血小板複合体の状態やその機能は未だ不明な
点が多く、PEにおける単球-血小板凝集（MPA: Monocyte-platelet aggregation）
についても相反する報告が存在するのが現状である。また、PEハイリスク妊婦
に予防的投与される低用量アスピリン（ASA: acetylsalicylic acid）は、血小板
抑制を介してMPAに作用することで効果を発揮している可能性がある。本研究
では、PEにおける単球-血小板複合体と、それに関連する炎症・凝固・血管新生
調節能を明らかにすることを目的とした。 
【方法】PE患者 14例及び対照正常妊婦（NP: Normal pregnancy）20例の末
梢血を採取し、フローサイトメトリーを用いて単球の表面抗原及び血清中の血

管炎症性サイトカインを測定した。また、採取した全血を試験管内で刺激し、単

球-血小板複合体形成能や培養上清中のサイトカイン量を測定した。加えて、ASA
添加によるその変化を確認した。 
【結果】PE 患者の末梢血中では、単球上の血小板マーカー（CD61）や組織因
子（CD142）、血清中の可溶性 CD40リガンド (sCD40L)、可溶性腫瘍形成抑制
因子 2（sST2）が NPと比較して有意に上昇した。さらに、NPでは各測定項目
同士の相関が認められた一方で、PEでは一部の相関が消失または逆転した。試
験管内刺激実験では、PE患者由来の単球で血小板活性化刺激による CD142上
昇が減弱した。加えて、NP由来全血では ASA添加が血小板活性化刺激下での
単球上の CD61発現量および培養上清中の sST2を減少させたが、PE由来全血
ではこれらの効果が消失した。 
【結論】PE 患者の単球は血小板との相互作用や凝固促進能が亢進しているが、
一方で刺激に対する反応性を失っており、凝固促進と炎症を調整する機能を喪

失している可能性がある。NP で認められる相関が PE で消失したことからも、
PEにおいて炎症・凝固・血管新生の生理的調和が失われていることが示唆され
た。ASAは単球上の過剰な血小板活性化や炎症反応を抑制することで、PE発症
予防に働いている可能性がある。単球-血小板複合体と凝固促進、炎症、血管新
生の調節能を評価することは、PEの病態の理解に寄与し、予防的治療のための
有用な指標となり得る。 
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